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光火災警報装置に関する案内用図記号の進捗状況について 

 

1. これまでの経緯 

2017 年に、（一社）日本火災報知器工業会より光火災警報装置に関する案内用図記号

の JIS 化要望があった。このため、光火災警報装置図記号に関する委員会を設置し検討

することとした。2018 年 2 月には、他の JIS 案内用図記号と同様に国内・国外を対象

に理解度・視認性試験を実施し、図記号・表示事項・機能(案)を下記のとおり纏めた。 

  

【光火災警報装置の図記号・表示事項・機能(案)】 

図記号： 

 

表示事項：光火災警報装置 

機能(定義)：自動火災報知設備の信号を受信して光の点滅により火災の発生を報知する

もの又はその設置場所の表示 

 

 

2. 光火災警報装置図記号に関する委員会名簿及び開催状況 

 別紙 1 のとおり。 

 

3. 今後の予定 

 光火災警報装置図記号については、JIS 化だけではなく ISO 化すべきと考えるため、

ISO/TC21(消防器具)/SC3(火災感知及び警報システム)及び TC145(図記号)/SC2(安全標

識等)に提案し ISO 化の見通しが立った後、JIS Z8210 改正原案委員会で JIS 化の審議

を行う。 
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別紙 1 

 

 

光火災警報装置図記号に関する委員会名簿及び開催状況 

 

① 光火災警報装置図記号に関する委員会名簿 

  氏名 所属 

委員長 中村 祐二 学校法人自由学園（ISO/TC145 国内対策委員会委員長、同 SC3 主査） 

委員 児山 啓一 株式会社アイ・デザイン 代表取締役（ISO/TC145/SC1 国内対策委員会主査） 

〃 定村 俊満 公益社団法人日本サインデザイン協会常任理事・調査研究委員会委員長 

〃 村山 太郎 
厚生労働省 社会·援護局損害保険福祉部規格課自立支援振興室 室長補佐

（情報支援専門官併任） 

〃 四維 栄広 総務省 消防庁予防課 設備係長 

〃 萩生田  忠雄 東京消防庁 予防部予防課 消防設備係長 

〃 中野 豊 一般社団法人 日本標識工業会 

〃 竹島 恵子 公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団 

〃 嶋本 恭規 一般財団法人 全日本ろうあ連盟 理事 

〃 小川 光彦 一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 情報文化部長 

〃 阿部 仁一 ISO/TC21(消防器具）/SC3(火災感知及び警報ｼｽﾃﾑ）国内審議団体 国内委員長 

〃 橋本 幸弘 一般社団法人 日本火災報知機工業会 設備委員会 設備副委員長 

オブザーバ 石中 良治 一般社団法人 日本火災報知機工業会 設備委員会 設備委員長 

〃 渡邉 昌武 一般社団法人 日本火災報知機工業会 技術部 担当部長 

〃 久田 邦夫 株式会社 GK グラフィックス（本プロジェクト SDA 検討委員会委員） 

〃 張 彦芳 ４All design（本プロジェクト SDA 検討委員会委員） 

関係者  経済産業省 産業技術環境局 国際標準課 

事務局  一般財団法人日本規格協会 

 

② 開催状況 

・第 1 回目 平成 29 年 12 月 6 日 14:00~16:20 

・第 2 回目 平成 30 年  2 月 7 日 10:00~12:00 


